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上位関連計画と高岳引込線沿線地区について

上位関連計画 沿線地区および新交通システムの位置付け
備 考

名 称 策定年 概 要 土地利用･都市構造 施 策

第６次小山市総合計画 H23.3

本計画は平成 27年(2015年)を目標年次とし、ふる

さと小山の持続的な発展と総合力の向上を目指し、社

会情勢の変化に対応した着実なまちづくりを進め、市

民生活の安定と行財政の健全な運営を図るために、小

山市の将来あるべき姿を描くとともに、目標と達成の

ための方策や手段を整理し、「豊かで活力があり、暮ら

しやすい小山」を実現するための指針となる総合的な

計画である。

 当地区は「小山の顔づくり中心

ゾーン」に接続する。

 当地区は土地利用構想上、羽川

や犬塚地区等のような「地域交

通拠点」等の「まちの拠点」に

は位置付けられていない。

 市街化調整区域にあたる「中久

喜地区」は、「土地利用開発調整

ゾーン」に位置付けられている。

 「新しいまちづくり」の「みん

なの暮らしを支える生活基盤」

の施策のなかで、総合的な交通

体系の確立を図るための公共

交通機関の整備・充実の一つと

して、「新交通システムの検討」

（高岳引込線有効活用検討）が

示されている。

第７次小山市総

合計画策定中

小山市都市計画マスタープラン H17.1

本計画は平成 32 年(2020 年)を目標年次とし、社会

経済情勢の変化や多様化する市民のニーズに的確に対

応した小山市らしい都市の将来像とまちづくりの目標

を明確にし、21世紀の幕開けにふさわしい都市計画に

関する基本的な方針を策定したものである。

 当地区は「都心居住と中心市街

地整備」のゾーンに隣接。

 当地区は将来都市構造上、羽川

や犬塚地区等のような「まちの

駅整備」等の拠点には位置付け

られていない。

 「中久喜地区」は、分断された

市街地の一体化及び内環状線沿

道土地利用を検討するため「土

地利用調整地区」に位置づけら

れている。

 道路・交通体系整備の方針に基

づく公共交通網の整備の鉄道

交通において「新交通システム

の導入検討」が示されている。

小山市まち・ひと・しごと創生総合戦略 H27.10

本計画は平成 27年度から平成 31年度までの 5年間

を計画期間として、国・県の「まち・ひと・しごと創

生総合戦略」と連動し、人口の減少に歯止めをかける

とともに、東京圏への過度の人口集中を是正し、将来

にわたって活力ある社会を維持するため、本市のまち･

ひと･しごと創生に関する施策について、本市の実情に

応じて定める基本的な計画である。
記載無し

 「新しい人の流れの創出」に向

けた「人と企業を呼び込む施策

の推進」の「都市基盤の整備促

進」の一事業として「新交通シ

ステム(LRT等)導入事業」が示

されている。

 「持続可能な地域づくり」に向

けた「コンパクト＋ネットワー

ク型都市の実現」の一事業とし

て「高岳引込線を活用した新交

通システム(LRT等)の導入」が

示されている。

まちづくりと新交通システムを一体的に検討していく必要がある。
土地利用や都市構造上の拠点としての位置付けはなされていないが、高岳引込線

を活用した新交通システムを検討することが施策として位置づけられている。

参考資料
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高岳引込線

第６次小山市総合計画
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小山市まち・ひと・しごと創生総合戦略
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